
毎月リレー形式で、江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

Vol.17

市内で活躍する人
やお店をリレー形
式で毎月紹介。掲
載された人が次の
取材先を紹介する、
“つなぐ・つながる” 
をテーマにした企
画です。A3 判（フ
ルカラー）を市役
所や市内各所、電
子版で見ることが
できます。

（ゴー・オン）

　facebookで情報を発信しています　　　　　　　　　　　　　　　　　江田島市地域おこし協力隊

シリーズ連載　その77
　「つむぐ通信」では、地域おこし協力隊員が、月替わりで活動内容やイベ
ントなどのお知らせ、地域おこしに関する企画や提案を紹介していきます。
【江田島市地域おこし協力隊】
体験型観光推進員　　　　 塚田　忠則
プロモーション推進員　　 牛尾奈緒子
空き家活用ディレクター　 蛇草　孝介
国際交流支援員　　　　　 大方　芳恵
えたじま里海ナビゲーター 守本　怜矢

今月は

塚
つ か だ

田 忠
ただのり

則さん

　
8
月
28
日
㈰
～
９
月
３
日
㈯
の
7
日
間
、

同
志
社
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
「
同
志
社

ハ
ビ
タ
ッ
ト
」
の
１
、
２
年
生
を
中
心
に

33
人
（
男
性
13
人
、
女
性
20
人
）
が
市
に

滞
在
し
、
２
カ
所
の
古
民
家
改
修
を
通
じ

た
地
域
の
課
題
解
決
や
地
方
文
化
を
学
ぶ

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
宿
泊
場
所
に
は
国
立
江
田
島
青
少
年
交

流
の
家
を
利
用
し
、
７
日
間
の
実
施
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

入
島
式
…
明
岳
市
長
か
ら
の
歓
迎
を
受

け
、
作
業
指
導
者
に
よ
る
講
義
を
行
い

ま
し
た
。

・�

古
民
家
改
修
…
４
組
の
グ
ル
ー
プ
で

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
３
日
間
、

市
内
２
カ
所
の
古
民
家
に
通
っ
て
改
修

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・�

休
日
…
カ
ヤ
ッ
ク
・
サ
ッ
プ
・
陶
芸
を

体
験
し
ま
し
た
。

・�

地
域
文
化
学
習
…
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
よ

る
宮
島
研
修
旅
行
、
最
終
日
前
日
に
は

U
m

inos Spa

＆Resort

で
地
域
住

民
と
の
交
流
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ー
テ
ィ
ー
・

音
楽
ラ
イ
ブ
・
花
火
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

・�

海
上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
（
旧
海
軍

兵
学
校
）
見
学
…
最
終
日
に
見
学
し
ま

し
た
。

　
古
民
家
改
修
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

蔵
の
外
壁
と
古
民
家
の
土
壁
の
左
官
仕
事

（
漆
喰
、
荒
壁
、
中
塗
土
）
を
中
心
と
し
、

本
市
の
特
産
品
で
あ
る
津
島
織
物
製
造
㈱

の
紙し

ふ布
も
使
い
ま
し
た
。

　
１
週
間
の
滞
在
で
、
１
つ
目
の
古
民
家

「
み
は
ら
し
交
流
館
」
（
割
烹
大
学
の

裏
）
で
は
４
部
屋
の
漆
喰
塗
り
、
蔵
の
外

壁
の
１
階
部
分
の
中
塗
り
・
漆
喰
塗
、
縁

側
の
隙
間
風
対
策
と
し
て
紙
布
の
床
敷
張

り
を
行
い
ま
し
た
。
２
つ
目
の
古
民
家
、

合
同
会
社G

eneLeaf

の
秋
月
オ
フ
ィ
ス

の
土
間
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
漆
喰
塗
と
木
部

の
ペ
ン
キ
塗
装
を
行
い
、
２
カ
所
で
延
べ

99
人
・
日
の
作
業
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。

　
作
業
や
移
動
の
支
援
は
私
が
代
表
を
務

め
る
「
え
た
じ
ま
Ｄ
Ｉ
Ｙ
楽
校
」
と
地
元

の
建
設
会
社
に
協
力
い
た
だ
き
、
秋
月
で

の
昼
食
は
食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
に

よ
り
、
３
日
間
で
約
40
人
分
の
カ
レ
ー
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
地
元
の
方
と
の
話

が
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
、
今
度
は
民
家
に

泊
ま
り
に
来
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
左
官
に
使
用
す
る
土
な
ど
の

材
料
を
調
達
し
た
広
島
市
安
佐
北
区
の
土

業
者
を
通
じ
て
、
岡
山
県
久
米
南
町
か
ら

米
国
出
身
の
カ
イ
ル
さ
ん
（
一
級
左
官
技

能
士
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

上か
み
も
み籾
代
表
）
に
３
日
間
の
特
別
講
師
を

依
頼
し
、
初
日
の
入
島
式
の
際
の
講
義
と

作
業
日
2
日
間
の
壁
塗
り
作
業
の
指
導
を

担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
、
本
市
で
の
建
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
企
画
・
実
施
し
た
い
と

言
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
民
泊
家
庭
で

の
宿
泊
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
を
よ

り
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
左
官
作
業
で
再
生
で
き
る

古
民
家
が
市
内
に
は
多
数
あ
る
の
で
、
体

験
し
た
い
方
が
あ
れ
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
空
家
改
修
希
望
の
方
や
「
み
は

ら
し
交
流
館
」
の
活
用
を
一
緒
に
考
え
て

く
だ
さ
る
方
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連 

絡
先　

塚
田
（etajim

a2020@
gm

ail.com

）

①入島式 ②左官仕事は養生と掃除が大事 ③近所の子どもも飛び入り参加

①①

②② ③③

夢は“みんなのおばあちゃん”なんです。
　大柿町大原にあるかぞく家は、フウドの館長を務める為政伸彦さんと、妻の愛子さんの夫婦で運営する下宿屋。他に
も、民泊やイベント出店など精力的に活動している。今回は、そんなかぞく家で『母ちゃん』として運営を支える愛子
さんに、活動への思いや今後の展望について話をしてもらいました。

私がもらった分、返す番

「ただいま」と言って帰って来れる場所へ

広報えたじま　連動企画

毎号リレー形式で江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

ETAJIMA Vol . 1GoON!
interview 働く場所でも、遊ぶ場所でもない。

みんなが集まって「ほっ」とできる、そんな場所にしたい。

( NORA・早稲田 圭)

　能美町中町港から歩いて約 5分。窓からのぞく “金色のゴリラ” が目印の大きな家が『NORA』だ。
満面の笑みで案内してくれたのは、オーナーの早稲田圭さん。生まれ育った江田島市に横浜から U
ターンして 2 年。U ターンのきっかけは、こどもが産まれ、将来を考えた時に江田島市で子育てが
したいと思ったからだそう。圭さんは、本職である設計業で補いながら、宿泊業と飲食業を運営し、
奥さんの慶乃さんは、女将業だけでなく、ヨガや SUP のインストラクターとしても活躍。島暮ら
しを満喫している。1 日 1 組限定の民宿『体験民宿 NORA』を 2020 年に立ち上げ、『喫茶のら』
は今年開店したばかりだ。民宿は元々観光客向けに始めたものだったが、宿泊客の中には江田島市
で新しく何かを始めたいと話す人や、地域の方々と交流したいという人も多くいた。「お客様のお
話を聞いて、もっと地元の人たちとのかかわりを増やすために、民宿だけではなく喫茶店も始めよ
うと思いました。たくさんの人が繋がる場所になればいいなと。あと、僕は地元出身なので、観光
客だけじゃなく、江田島市に住む皆さんや、江田島市へ仕事で来ている皆さんに温かいごはんや美
味しいコーヒーを楽しんでほしいと思ったんです」

生まれ育ったまちに U ターン。地元の人たちとのかかわりを求めて

　圭さんの故郷への想いと前向きな行動は、コロナ禍の中でも多くの人を惹きつける。近所に住むおばあちゃんやおじいちゃん、
お昼休憩に駆け込むように店に入って来る働く人たち、江田島市に興味を持ち情報交換を求めて訪れる市外の人たち。　「僕はこ
の場所を、相談窓口まで固くはないけど、誰でも気軽に話をしに来れる場所にしたいんです。もちろん、人を呼び込むだけでは
なくて、そのあとをどうフォローしていくか。訪れる人みんなが “ほっ” とできる存在になれれば」
　江田島市から一度出たからこそ、江田島市の魅力を感じた。地元の知人や友人たちが言っていた “江田島は面白くない” とい
う言葉を聞いて「じゃあ、これから面白い場所にしていこう」と決心した圭さん。地元のことだけでなく、外に出たからこそ
わかる経験や視点を活かして、自分の役割を見出し、自分たちだからできることを楽しみながら実行していくその姿には、周
りの人も感嘆するほどだ。「島を楽しみながら働きまくる旦那と、島を楽しみながら遊びまくる妻。それでいいんじゃないです
かね ( 笑 )」地元を愛する圭さんと、いつでも元気いっぱいの奥さんは、今日を楽しみながら、前へ進んでいる。

「面白くない」は「面白くすることができる」

「体験民宿NORA」「喫茶のら」は中
町港から三高方面へ海沿いまっすぐ
徒歩約 5分です。

�

�

�
1. 早稲田ファミリー。NORAの看板息子・りゅうちゃん (3 歳) もお待ちしてます！　2. 昔懐かしい雰囲
気の宿泊スペース。　3. “母の味” が満喫できる人気の日替わり定食はボリュームたっぷりです。
お問い合わせ：０７０－４０３０－０６８４（NORA）

『Go ON』とは？

江田島市内で活躍する
人やお店をリレー形式
で毎月ご紹介。気にな
るあの人、いきつけの
お店…みんな繋がって
いるかも？掲載された
人が次の取材先を紹介
する、“つなぐ・つなが
る” をテーマにした企
画です。

★市役所や江田島市内の各所で
　配布しています。是非お手に
　取ってご覧ください。

おすすめポイント！

女将の慶乃さんは「リリー」
としてヨガ・SUP インスト
ラクターとしても活躍中！
詳細はスタッフまで。

　大柿高校のすぐ近くにある大きな2階建ての家。元々は空き家だったこの場所を、人
が交わる場所「かぞく家」として再生したのが、為政夫婦だ。「いらっしゃい！」と優
しい笑顔で出迎えてくれたのは、かぞく家の『母ちゃん』愛子さん。愛子さんは、大学
時代に国際ボランティアサークルに入り、東南アジアさまざまな国でのボランティア活
動を通して感じた「豊かさとは何か」ということを常に考えながら、伸彦さんと一緒に
下宿屋を始めた。「きっかけは二つの体験。一つ目は東南アジアのボランティアに行っ
た時、毎度どこかの家族と3週間ぐらい行動を共にしていたのですが、どこに行った時
も、私のような外国人を皆さんが温かく迎え入れてくれて。帰る頃には『もう君は家族だよ』と言ってくれたこと。二つ
目は、江田島市に移住して最初は沖美町に住んでいたのですが、子どもが生まれて、なおかつ移住者で知り合いもいない
し、少し孤立しているような気がしていたんです。そんな時、近所の方々が助けてくれた。子どもを見てくれたり、野菜
をくれたり…この島の最初の生活でアットホームな距離感のご近所さんに恵まれたこと」
　他人だけど、家族のように扱ってくれる人たちに出会う中で、愛子さんは「私もそういう人になりたい」と思うように
なった。「私の夢は『みんなのおばあちゃん』。自分の家族みたいに誰かを受け入れることがしたかった。そこで思いつ
いたのが下宿屋とか民泊とか、誰かを受け入れる場所を作ること。そこからかぞく家が生まれました」周りの人にたくさ
ん助けてもらった分、今度は自分が返す番。そう言って笑う愛子さんは、とても良い表情をしていた。

　かぞく家は、旗振り役を伸彦さん、総括を愛子さんといった形で、二人で協力し合いながら運営してい
る。その事業は幅広く、民泊やイベント出店、飲食店貸切営業などさまざまだ。そんな中、新たに二人が
挑戦するのが「こども食堂」。9月末から始まったこの事業は、多世代交流や地域づくりを目的に取り組ん
でいくという。「こどもだけを対象にせず、家族でご飯を食べる延長線上にある場所にしたい。高齢者、
移住者、在留外国人…多世代・多文化、さまざまな人が誰でも家族になれる場所を作りたいんです。こど
も食堂というよりかは『地域食堂』に近いですね」
　みんなの『母ちゃん』をする中で、愛子さんは大きな目標を掲げるようになった。「私は『えたじま日
本語クラブ』の活動もしているのですが、東南アジアから島に来た人たちが、ご飯を食べたり、コミュニ
ケーションを取る中で、ここを第2の家みたいに思ってくれて、最終的には『日本に働きに行くなら江田島

市がいいよ』と言ってもらえるようなきっ
かけの場所にしたい！それは外国人だけに
限らず、移住者の方もそう。そうやって
『家族』を増やしたい。ゆくゆくは世界中
に家族ができたら素敵ですよね」誰もが気
軽に帰って来れる場所、かぞく家。もしあ
なたが島に「帰る場所」が無いと感じてい
るなら、かぞく家があなたの居場所になっ
てくれるかもしれない。

かぞく家 為
ため
政
まさ
�愛子�さん

かぞく家／大柿町大原 1110-1　お問い合わせはホームページから。

大学生ボランティアも含め、みんなでオープン準備中！「おおばらかぞ
くや食堂」はこども 100 円、おとな 300 円から。詳細はホームページで。

かぞく家

広報えたじま　令和４年10月 広報えたじま　令和４年10月 22222323


